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Copilot（コパイロット）を使ってみよう

Copilotは単独のアプリがありMicrosoft Storeからインストールできます。
また、Edgeの機能の一部としてEdgeと連携して使う方法もあります。
いずれも音声で（音声を文字に変換することなしに）問いかけができ、音声で回答を聞くことができます。音声で問いかけをする場合は、途中で間を開けすぎないことが必要です。間を開けると問いが終わったと判定され回答が音声で開始されてしまいます。

まずは生成AIであるCopilotのメリットデメリットを聞いてみましょう。
「Copilotを利用することでのメリットデメリットを教えて」

[bookmark: _Hlk214789846]Copilotを生活に活かす

１．情報収集をしてみよう
使い方：
「今日のニュースを教えて」「○○市のイベント情報を調べて」などと質問する。
使用例：
①「明治維新の歴史を初心者向けに説明して」
②「江南市で来月行われる文化イベントを教えて」
③「世界女子ハンドボール選手権の成績を教えて」
２．料理や健康の工夫  
使い方：
「簡単な夕食レシピ」「塩分控えめの料理アイデア」などを聞く。
使用例：  
①「冷蔵庫に卵とキャベツしかないけど、簡単な料理を教えて」
②「高血圧に気をつけた食事の工夫を初心者向けに説明して」
③「老化現象の原因で現在医学的に認められているものと対策を」
３．趣味や娯楽のサポート
使い方：
「俳句を作りたい」「クイズを出して」など創作や遊びを依頼する。
使用例：
①「秋の季語を１０挙げてそれをテーマにした俳句をそれぞれ３つ考えて」
②「文字数が１５文字以上の早口言葉を３つ作って」
③「犬になぞらえたことわざを１０個クイズにして」
４．生活の整理・予定管理
使い方：
「買い物リストを作って」「来週の予定を整理して」など生活の整理を依頼する。
使用例：
①「明日の晩飯は全体にカロリー低めでご飯とみそ汁と副菜３品にしたいです。レシピと調味料以外のスーパーで買うものをリストにして」
②「大掃除をしたいです。来週の月曜から金曜までの家事スケジュールを簡単にまとめA4サイズの壁貼り用デザインチェックリストにして」
必要に応じて家事スケジュールに挙げる項目を追加する。
「．．．．．家事スケジュールを庭の草取り、正月飾りを含めて簡単に．．．．．．」
〔デザインチェックリスト〕にするので画像を生成します。
５．コミュニケーションのきっかけ
使い方：
「孫への誕生日メッセージを考えて」「友人へのお礼文を短く」など文章作成を依頼する。
使用例：
①「孫の二十歳の誕生日に送る、やさしい言葉の短いメッセージを考えて」
②「友人に旅のお土産のお礼を伝えるメール文を、丁寧で短く作って」
③「１年以上の患いの見舞いを受けた友達へのお礼をはがきでしたいです。丁寧で短く作って」
「夏の季節にあわせて」
「もう少し長くして」
まとめ
Copilotは「質問するだけ」で生活の中の情報収集、健康管理、趣味、予定整理、コミュニケーションをサポートしてくれます。高齢者の方でも、簡単な言葉で依頼すればすぐに役立つ答えが返ってくるので、毎日の暮らしをより便利で楽しくできます。  


Copilotを生涯学習に活かす

１．興味のある分野を学び直す
目的：
昔から気になっていた分野を、今こそじっくり学び直す
使い方：
「○○について初心者向けに教えて」と質問するだけ
使用例：
①「戦国時代の有名な武将を１０人初心者向けに教えて」
②「俳句の作り方と季語の使い方を教えて」
③「仏教の基本的な考え方をわかりやすく説明して」
ポイント：
難しい言葉を使わなくても、Copilotがやさしく解説してくれます。
「高齢者に分かりやすく」を加えるとより分かりやすい回答を得ることができます。
２．地域や文化を深く知る  
目的：
地元や日本文化への理解を深め、地域活動にも活かす
使い方：
「○○市の歴史を教えて」「郷土料理について調べたい」などと聞く
使用例：
①「江南市の昔の地名の由来を教えて」
②「愛知県の郷土料理を紹介して」
③「日本の伝統行事の意味を教えて」
ポイント：
地域のことを知ることで、地元の人との会話のきっかけにもなります。
３．自分の経験をまとめて文章にする
目的：
人生の記録や思い出を文章にして残す
使い方：
「昔の思い出を文章にしたい」「旅行記を書きたい」と伝える 
使用例：
①「子どもの頃の思い出を５００文字程度の短いエッセイにして」
②「冬の北海道旅行の記録を文章にまとめて」
ポイント：
文章の構成や表現を提案してくれるので、書くのが苦手でも安心です。
書きたいエピソードを加えるとよりよくなります。
４．頭の体操や趣味に活用する  
目的：
脳を活性化し、楽しみながら学ぶ
使い方：
「よく知っている」「簡単な計算問題を作って」など遊び感覚で使う
使用例：  
①「初心者向けの江戸時代の歴史クイズを５問出して」
②「脳トレになる計算問題を作って」
③「漢字の読み方クイズを１０問出して」
ポイント：
楽しみながら脳を刺激できるので、認知症予防にもつながります。
まとめ
Copilotは「質問するだけ」で、学び・表現・交流を支えてくれるAIの相棒です。高齢者の方でも、スマホやパソコンで簡単に使え、何度聞いても丁寧に答えてくれるので、生涯学習のパートナーとして最適です。

まずは興味が持てるテーマを例えば「短歌の作りを初歩から」「相撲の歴史を教えて」など、気になることから話しかけてみましょう。  
やさしく、丁寧に、あなたの学びを応援してくれます。

